
微抗
生黄
物色
生葡

柔荷
雨紙
、持球
液菌

影
主主「

ロ
ヒ。

ン
」
作
用
ニ
及
ボ
ス

（
昭
和
四
年
五
月
二
日
受
付
）

第
一
報

同
名
水
溶
性
抗
原
チ
以
テ
ノ
賓
験

京
都
帝
I•司
大
堅
持
撃
昔日
外

堅雲
串蚕
士；言
i男
教

授
導

講
師

主
円

m卯
1
1
4
，
 

安

目成

【
内
容
抄
録
】
焚
牝
葡
萄
朕
球
菌
ノ
寒
天
札
制
面
サ
四
時
間
培
養
ヨ
ヲ
善
通
加
熱
「
ワ
ク
チ
ン
」
ヲ
製
シ
（
商
量
ハ
一
施
中
＝
約
O
、O
O
四
二
路
）
、
強
力
選
心
シ
テ
上
澄
液
ト
商
憾
ト

－
一
分
ッ
。
而
シ
テ
此
ノ
上
澄
液
ノ
一
部
ヨ
リ
、
生
滅
波
、
叶
分
煮
鴻
液
、
百
サ
分
煮
滅
液
ヲ
得
、
一
方
家
兎
ヲ
免
疫
シ
テ
得
タ
ル
抗
黄
色
葡
荷
状
球
前
「
ト
ロ
ピ

γ
」
ヲ
以
テ
該
前
一
一

野
ス
ル
試
験
管
内
喰
焼
作
用
ヲ
検
シ
タ
ル
ガ
、
此
ノ
際
抗
原
ト
シ
テ
、
前
詑
上
澄
液
、
生
憾
液
、
叶
分
煮
滅
液
、
百
サ
分
煮
鴻
液
、
艶
照
＝
ハ

O
、
五
v
p
石
炭
酸
加
O
、
八
五
%
食
関

氷
ヲ
加
へ
、
以
テ
此
等
抗
原
ガ
抗
黄
色
葡
萄
状
球
菌
「
ト
ロ
ピ
ン
」
作
用
－
二
次
ボ
ス
影
響
ヲ
税
、
叉
、
此
等
抗
原
用
量
ヲ

O
、二。

o、
五
。
て
O
。一一、
O
路
／
四
段
＝
幾
化
サ
セ
テ

抗
原
用
量
ト
喰
前
作
用
ト
ノ
悶
果
関
係
ヲ
観
察
セ
リ
。
ソ
ノ
結
果
、
叶
分
煮
憾
液
ハ
生
溶
液
ヲ
魅
倒
的
ニ
凌
駕
シ
テ
試
験
管
内
喰
菌
作
用
ヲ
促
進
一
セ
日
。
印
チ
「
ト
ロ
ピ
ン
」
作
用
一
一

号
亦
タ
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
現
象
ヲ
立
読
シ
得
タ
リ

O
R
ッ
、
抗
原
用
量
／
大
小
ト
免
疫
率
的
諸
反
感
ノ
大
小
ト
ハ
抗
原
用
金
ノ
一
定
範
閣
内
＝
於
テ
ノ
ミ
運
行
シ
、
ソ
レ
以
上
ユ
ナ
レ

パ
反
ソ
テ
雨
4
4
ガ
逆
行
ス
ル
事
ヲ
「
ト
ロ
ピ
ン
」
作
用
＝
就
テ
モ
亦
タ
縮
証
ジ
得
9
p
。

緒

一
九
一
七
年
烏
潟
数
授
ニ
依
リ
ア
初
メ
ア
沈
澱
反
感
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
し
現
象
ガ
認
識
費
表
セ
－
フ
レ
ア
ヨ

y
以

来

、

今

日

ニ

至

Y
迄

相

究

イ

デ

種
々
ノ
菌
積
一
一
就
キ
、
且
ッ
兎
疫
撃
的
諸
反
感
及
ピ
諸
作
用
ニ
於
ア
、
之
ヲ
恨
令
バ
「
沈
澱
反
膳
」
「
増
容
反
臆
」
「
補
開
結
合
反
臆
」
ニ
於
ア
、

或
A

血
中
ニ
於
ケ

Y
自
然
喰
菌
作
用
一
一
於
ア
、
叉
更
一
一
免
疫
獲
得
ノ
賓
際
結
果
、
グ

Y
血
中
抗
健
ノ
産
生
セ
ラ

Y

、
場
合
－
一
一
於
ア
何
レ
モ
「
イ
ム

ベ
ヂ
ン
」
現
象
A

立
読
セ
ラ
レ
タ

y
。

特
ニ
一
九
二
五
年
山
本
博
士
A

肺
炎
隻
球
菌
ヲ
以
ア
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
産
生
上
－
一
一
於
ケ
グ
「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
現
象
ヲ
立
読
ジ
、
又
一
九
二
九
年
富

田

氏
A

黄
色
葡
萄
朕
球
菌
ア
以
ア
、
平
田
皐
士
A

淋
菌
ヲ
用
ヰ
ア
、

y
v
ゾ
レ
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
産
生
上
ニ
於
ヶ
Y
「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
L
現

象

ヲ

立

詮

冨

第
六
巻

’園、
原

著、....... 

青

柳

一
一
四
七

〈
第
五
披

七
、．〆



第
六
谷

V「
原

著、..J

背

柳

一
一
四
八

（
第
五
披

/¥.. 
、ー，，

hv
符
タ

y
。
然
－
ブ
バ
「
オ
プ
ソ
ユ
シ
」
ト
密
接
ナ
Y
開
係
ア
有
ス

Y
「
ト
ロ
ピ
ン
」
ノ
作
用
＝
炉
、
手
ノ
モ
亦
タ
果
ジ
ア
「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
現
象
ヲ
立
誇

ジ
得
Y
ヤ
否
ヤ
ノ
疑
問
起
Y
ペ
ジ
。

夫
V

「
ト
ロ
ピ
ン
」
ナ
Y

モ
ノ
A

、
ノ
イ
プ
エ

Y
ド
ガ
初
メ
ア
「
オ
プ
ソ
ユ
ン
」
ヨ
リ
’
’
匝
別
認
識
シ
h
y
y

物
質
ニ
ジ
ア
ベ
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
λ

健
常

動
物
健
内
ニ
モ
存
在
シ
、
免
疫
獲
得
程
度
ノ
増
加
ト
共
ニ
増
量
ス

Y

毛
ノ
ナ
Y

ニ
一
割
シ
、
「
ト
ロ
ピ
シ
」
A

免
疫
動
物
館
－
一
ノ
ミ
産
生
セ
ラ
レ

「
オ
プ

y
a
v
d
」
ト
同
様
－
一
免
疫
獲
得
程
度
ノ
増
加
ト
共
ニ
増
量

ν
、
喰
細
胞
ガ
微
生
物
館
司
／
貨
喰
ス

Y

－
一
嘗
司
ノ
ア

y
レ
ヲ
調
味
ス

Y
役
ヲ
務
ム

Y

モ
f

ナ

y
o
只
耐
熱
性
強
ク
免
疫
血
清
ヲ
五
十
六
度
三
十
分
間
加
温
シ
非
働
性
ト
ナ
ス
時
A

「
オ
プ
ソ
ニ
シ
」
A

消
失
ス

Y

モ
「
ト
ロ
ピ
ン
」

A

存
在
ジ
居
Y

モ
ノ
ナ

y
。

故
ニ
若
シ
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
現
象
－
一
シ
ア
兎
疫
皐
上
ノ
異
理
ナ
ラ
バ
営
然
此
等
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
・
「
ト
ロ
ピ
ン
L
雨
作
用
ノ
ヲ
チ
ユ
モ
亦
タ
並
（
ノ

鼻、理
A

存
在
セ
ザ
Y
ペ
カ
ラ
ズ
。

此
ノ
意
味
－
一
於
ア
余
等
A

此
慮
－
一
先
ヅ
「
ト
ロ
ピ
ン
」
作
用
－
一
於
ヶ
Y
「
イ
ム
ベ
ヂ
シ
」
現
象
ヲ
試
験
管
内
一
一
－
プ
吟
味
ス

Y
所
ア
ラ
ン
ト
ス
。

賓

験

材

料

一
、
黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
原
液
黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
ノ
二
十
四
時
間
寒
天
斜
面
培
養
ヲ

O
、五

μ
石
炭
酸
加
O
、
八
五
折
食
臨
水
ζ

浮
跡
セ
シ

メ
タ
Y

モ
ノ
ヲ
蹄
氏
六
十
度
ノ
重
湯
煎
中
－
一
ア
三
十
分
間
加
渦
殺
菌
セ
Y

モ
ノ
（
リ
’
ノ
菌
量
A

菌
浮
誹
液
一
一
括
ユ
ツ
キ
鳥
潟
敢
授
ノ
沈
澱
計
一
一

ア
六
度
郎
チ
約
O
、
O
O
四
二
托
ナ

y
）
ヲ
遠
心
シ
、
上
滋
液
ト
菌
鰹
－
一
一
分
ッ
。
而
シ
ア
此
ノ
菌
鰻
ヲ
更
三
一
一
回
食
瞳
水
ヲ
以
－
プ
洗
糠
シ
再
ピ

前
記
食
盟
水
ヲ
加
ヘ
タ
Y

毛
ノ
ナ

y
。
ソ
ノ
菌
量
A

沈
澱
計
－
一
ア
三
度
即
チ
約
O
、
O
O
二
一
括
ナ

y
キ。

二
、
抗
原
液

（
甲
）
上
波
液
（
略
符
N
－

Z
）
前
記
上
被
液
ヲ
用
フ
。

（
乙
）
生
鴻
液
（
略
符
沼
・
弓
）
（
甲
）
ア
T
M
陶
土
鴻
過
器
－
一
－
プ
鴻
遁
セ

Y

モ
ノ
ナ
リ
ノ
。

（
丙
）
三
十
分
業
櫨
液
（
略
符
片
岡
・

8
、
）
（
乙
）
ノ
一
部
ヲ
嬬
氏
百
度
－
一
ア
沸
騰
シ
ッ
、
ァ
Y
重
湯
煎
中
－
一
－
プ
三
十
分
間
煮
沸
セ
M
F

モ
ノ
ナ

y
。



（
T
）
百
二
十
分
業
協
液
（
略
符
吋
岡
山

5
3

モ
ノ
ナ

y
。

（
乙
）
ノ

一
部
ア
踊
氏
百
度
ニ
ア
沸
騰
ジ
ッ
、
ァ
Y
前
記
重
湯
煎
中
ユ
ア
百
二
十
分
間
煮
沸
セ
M
F

三
、
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
（
「
ト
ロ
ピ
シ
」
ア
合
ミ
「
オ
プ

y
－
一
ン
」
ヲ
合
マ
ズ
）
鰹
重
二
苛
ノ
家
兎
静
脈
内
二
ハ
回
ニ
一
分
チ
、
黄
色
葡
萄
蹴

球
商
業
沸
免
疫
元
ヲ
合
計
二
十
八
括
注
射
シ
、
凝
集
債
千
五
百
三
連
シ
タ

Y

モ
ノ
ヲ
全
潟
血
シ
ア
血
清
ヲ
分
離
シ
、
五
十
六
度
三
十
分
間
加
温

ジ
非
働
性
ト
ナ
シ
、
ソ
ノ
中
エ
合
マ
V

タ
y
「
オ
プ
ソ
ユ
ン
」
ヲ
消
殺
ジ
「
ト
ロ
ピ
シ
」
／
ミ
ヲ
存
在
セ
ジ
メ
タ

y
t
t
ノ
ナ

9
。

問
、
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
（
劃
照
用
）
必
要
二
際
ジ
鰻
重
二
研
ノ
健
常
家
兎
ヨ
リ
必
要
量
丈
採
血
シ
、
血
清
ヲ
分
離
シ
ア
五
十
六
度
三
十

分
間
加
温
シ
タ
Y
モ
ノ
ナ
リ
ノ
。
此
ノ
中
二
A

「
オ
プ
ソ
－
一
ン
L
無
ク
、
勿
論
「
ト
ロ
ピ
ン
L
無
シ
。

賓

験

方

法

珠
備
試
験
ヲ
行
ヒ
ア
、
原
菌
液
A

五
倍
－
一
稀
稗
ジ
タ
Y
モ
ノ
ヲ
使
用
ス
レ
バ
喰
菌
現
象
検
査
ノ
菌
量
ト
シ
ア
最
モ
通
営
ナ
Y
事
判
明
シ
タ

y

i

ガ
故
ニ
、
之
ア
五
倍
－
一
稀
蒋
ス

Y

－一営

y
、
第
一
質
験
－
一
於
－
プ
A

原
菌
液

O
、
五
托
ア
ト
リ
ノ
、
上
澄
液
、
生
櫨
液
、
三
十
分
業
滅
液
、
百
二
十

分
業
滅
液
、

O
、五
%
石
炭
酸
加

O
、
八
五
防
食
盟
水
ノ
各
液

O
、
ニ
蛇
－
一
、
更
ニ

O
、
五
%
’
石
茨
酸
加

O
、
八
五
%
食
瞳
水
ヲ
各
一
、
入
括
宛
追

加
シ
、
又
各
抗
原
量
ア
二
倍
竿
ト
ス

Y
目
的
－
一
ア
各
抗
原
液
ア

O
、
玉
括
宛
加
へ
、
残
像
A

前
記
食
瞳
水
ア
追
加
ジ
タ
η
ノ。

第
二
貫
験
－
一
一
於
－
プ
A

原
菌
液
O
、
五
話
一
一
各
抗
原
液

O
、
五
括
宛
ァ
加
へ
残
除
A

前
記
食
瞳
水
一
、
五
指
ヲ
迫
加
シ
、
又
抗
原
量
ア
倍
加
ス

y

目
的
－
一
ア
各
抗
原
被
一
、

O
路
、
前
記
食
腫
水
一
、

O
括
ヲ
加
ヘ
タ
9
。

第
三
賞
験
－
一
於
ア
ハ
原
菌
液

O
、
五
括
－
一
各
抗
原
液
一
、

O
括
前
記
食
堕
水
一
、

O
括
ア
加
へ
、
叉
抗
原
量
ヲ
倍
加
ス

Y
目
的
－
一
ア
各
抗
原
液

二、

O
M町
ヲ
加
ヘ
タ

y
。

「
ト
ロ
ピ
ン
」
測
定
法
A

「
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
測
定
法
ト
異
Y
事
無
ク
ソ
レ
ニ
A

充
分
ノ
練
習
ト
熟
練
ト
ア
要
ス
可
ク
、
余
等
A

此
ノ
目
的
－
一
専
心

約
二
ヶ
月
ノ
練
習
ヲ
以
ア
セ

y
。

而
シ
ア
毎
常
個
々
－
一
必
ズ
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
（
「
ト
官
ピ
ン
L
ァ
合
マ
ズ
）
ヲ
用
キ
ア
検
査
シ
劃
照
ト
ナ
シ
タ
η
ノ。

第
六
巻

F園、
原

著

青

柳

一
一
四
九

（
第
五
鋭

九
、－＇



第
六
谷

F『

原

著

背

柳

一
一
五

O

（借用
沢
鋭

問

O
〉

「
ト
ロ
ビ
ン
」
測
定
法

「
ト
ロ
ピ
ン
」
測
定
材
料

一
、
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清

二
、
非
働
性
健
常
家
兎
血
清

三
、
白
血
球
鰻
重
三

O
O乃
至
七

O
O瓦
内
外
ノ
海
撰
腹
腔
内
－
一
中
性
肉
汁
一

O
括
ァ
注
射
シ
、
四
乃
至
五
時
間
後
硝
子
毛
細
管
一
一
一
プ
穿

刺
ジ
ア
取
ソ
出
ジ

タ
Y
腹
腔
液
ヲ
其
慌
使
用
セ

y
。

四
、
黄
色
葡
萄
朕
球
菌
液
前
記
ノ
如
ク
抗
原
液
ヲ
以
－
プ
該
原
菌
液
ァ
五
倍
ニ
稀
蒋
シ
タ
Y

モ
ノ
ナ
9
。

「
ト
ロ
ピ
ン
」
測
定
法
A

大
略
一
引
什
川
氏
ノ
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
測
定
法
－
一
従
ヒ
タ
9
0
郎
チ
一
定
ノ
硝
子
毛
細
管
内
－
一
前
記
白
血
球
、
黄
色
葡
萄

状
球
菌
液
、
非
働
性
兎
疫
家
兎
血
清
、
封
照
二
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ノ
順
ニ
各
々
同
量
宛
一
空
気
ノ
間
隔
ア
置
キ
ア
吸
入
シ
、
次
J

ア
之
ヲ
小

硝
子
皿
ノ
上
ニ
ー
吹
キ
出
シ
、
ヨ
ク
混
和
シ
タ
M
F

後
更
－
一
他
ノ
硝
子
毛
細
管
－
一
入

ν
、
三
十
七
度
ノ
解
卵
器
内
ニ
十
五
分
間
放
置
シ
、
北
デ
塗
抹

標
本
ア
遺

y
、
乾
燥
固
定
後
ギ
ム
ザ
氏
液
－
一
－
ア
染
色
検
査
セ
？
。

検
鏡
－
一
営
U

ノ
ア
ミ
多
核
白
血
球
大
草
核
移
行
型
ノ
輪
廓
正
シ
ク
良
ク
染
色
セ

Y

モ
ノ
、
ミ
百
佃
乃
至
二
百
佃
ヲ
選
ピ
、
菌
糟
A

正
シ
ク
白

血
球
鴨
内
ニ
包
喰
セ
ラ
レ
タ
w
y

モ
ノ
、
ミ
ヲ
計
算
ジ
タ
リ
ノ
。
但
ジ
一
個
ノ
白
血
球
中
五
個
以
上
f

菌
7
包
喰
シ

タ
グ
’
モ
ノ
A

誤
算
ノ
虞
ア
Y

ヲ
以
－
ア
除
外
シ
、
叉
白
血
球
ト
菌
ト
ノ
比
例
ノ
甚
シ
ク
異
レ

Y
規
野
一
一
於
ク
Y

モ
ノ
モ
除
外
シ
タ
9
0

賓

験

第

一

各
抗
原
量

O
、
ニ
托
ヲ
加
ヘ
タ
Y
黄
色
葡
萄
朕
球
繭
波
及
各
抗
原
量

O
、
五
詫
ヲ
加
ヘ
タ
Y

同
名
菌
液
ヲ
用
ヰ
－
プ
同
一
海
狽
腹
水
ヨ
リ
ノ
得
、
タ

y
白
血
球
ヲ
以
－
ア
ジ
ア
ノ
賞
駿
ノ
結
果
A

第
一
表
及
ピ
第

一
闘

ヨ
リ
第
三
園
迄
－
一
一
不
ス
ガ
如
シ
。
「
喰
」
・
「
菌
」
・
「
子
」
ノ
数
A

総
ア
白
血
球
百

個
ヲ
計
算
ジ
ア
ノ
モ
ノ
ナ
リ
ノ
。

所

見

概

括
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第
六
巻

;j<gp 

一
一
五
二

F可

原

著

背

（第
一九
波

削
二
〉

（
一
）
現
ニ
細
菌
ヲ
包
喰
ジ
ッ
、
ア
U
F

喰
細
胞
数
「
喰
L
A

（
イ
）
各
抗
原
量
一
い
一
、
二
括
ヲ
使
用
セ
ジ
場
合

（1
）
非
働
性
見
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
検
査
－
7
7
A
生
憾
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y
場
合
ガ
最
小
ニ
シ
ア
、
食
盟
水
。
上
澄
液
ト
百
二
十
分
業
協
液
。

三
十
分
煮
瀦
液
ノ
順
－
一
大
ト
ナ
リ
ノ
、
三
十
分
業
瀦
披
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
y

キ
o

y
ノ
値
A

四
。
七
。
一
一
。
二
。
二
三

二
ジ
ア

ソ
ノ
比

A
7
・
一
、
七
五
：
二
、
七
五
：
二
、
七
五
：
玉
、
七
五
ナ
リ
キ
。
而
シ
ア
「
喰
」
ノ
総
和

A五
六
ナ
凶
ノ
キ
。

（2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
検
査
ニ
ア
A

生
磁
波
ア
加
ヘ
タ
Y
場
合
ガ
最
小
ニ
シ
ア
、
上
滋
液
っ
食
関
水
。
百
二
十
分
裳
減
液
。

三
十
分
業
漉
液
ノ
順
－
一
大
ト
ナ
リ
、
三
十
分
業
櫨
液
ヲ
使
用
ジ
タ
Y
場
合
ガ
最
大
ナ
y
k
T
o
y
ノ
値
A

四
。
玉
。
六
。
七
。
一
一
二
シ
ア
、

y

ノ
比
A

一
：
一
、
二
五
：
一
、
玉
：
一
、
七
五
：
二
、
七
五
ナ
η
ノ
。
而
シ
ア
「
吐
」
ノ
線
和
三
二
三
ナ
η
ノキ。

（
り
一
ニ
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
使
用
シ
ア
ノ
賓
験
結
果
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
－
プ
ノ
貫
験
結
果
ニ
比
シ
、
生
協
液
ヲ
使
用
ジ
グ
市
戸

時
－
一
同
一
結
果
ト
ナ
リ
シ
以
外
、
抗
原
種
ノ
何
レ

y
使
用
シ
タ
UY

モ
ノ
ニ
於
－
プ
モ

y
ノ
結
果
A

常
ニ
大
ナ
リ
ノ
キ
。
郎
チ
「
喰
L
ノ
総
和
－
一
就
－
ア
観

Y

ニ
五
六
釦
三
三
ニ
ジ
ア
、

ソ
ノ
比
A

一
、
七
：
一
ナ
リ
ノ
。

（
ロ
）
各
抗
原
最
ヲ

O
、
五
蛇
使
用
シ
タ
Y
場
合

（1
）
非
働
性
免
疫
家
兎
蜘
清
ヲ
以
－
Y
ノ
検
査
－
一

7
A
生
滅
液
ア
加
ヘ
タ
Y
場
合
ガ
最
小
－
一
シ
ア
、
食
臨
水
。
百
二
十
分
業
縦
波
。
上
被
被
。
三

十
分
業
減
液
ノ
順
ラ
プ
大
ト
ナ

y
、
三
十
分
実
施
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y
場
合
ガ
最
大
ナ
u
ノキ
o

y
ノ
値
A

六
。
七
。
二

O
。
二
一
一
。
二
七
二
シ
ア

ソ
ノ
比
A

一
：
一
、
一
六
：
三
、
三
コ
了
・
三
、
六
七
：
四
、
五
ナ

y
。

此
ノ
際
つ
喰
」
ノ
総
和
A

八
二
ニ
ジ
ア
、
抗
原
量
一
、
二
路
ヲ
用
ヰ
タ
w
y

場
合
ノ
「
喰
し
ノ
総
和
五
六
ヨ

y
モ
大
ナ

y
キ。

（2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
検
査
－
一
－
プ
コ
生
一
瀦
液
及
ピ
食
盟
水
ヲ
加
へ
タ
グ
’
モ
ノ
ガ
同
一
一
結
果
－
一
－
プ
最
小
υ

百
二
十
分
実
施

液
。
上
被
液
。
一
二
十
分
業
憾
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ

y
、
三
十
分
業
減
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ

y
キ
。
而
シ
ア

y
ノ
値
二
ハ
。
ム
ハ
。
七
。
九

一
三
ニ
ジ
ア
、

y
ノ
比
』
了
・

7
・
一
、
二
ハ
・
・
一
、
五
・
・
二
、
ニ
ハ
ナ
y
o
此
ノ
際
「
喰
」
ノ
総
和
A

四
一
ユ
シ
・
ア
抗
原
量
O
、
二
括
ヲ
用
ヰ



タ
w
y

場
合
ノ
「
喰
L
ノ
総
和
三
三
ヨ
？
モ
大
ナ

y
キ。

（

3
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
使
用
シ
－
プ
ノ
賓
験
結
果
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
ア
ノ
貫
験
結
果
ュ
比
シ
、
生
協
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y
結

果
ガ
同
一
ナ
リ
ノ
シ
以
外
、
何
レ
ノ
抗
原
ヲ
使
用
し
V

タ
Y

モ
ノ
ニ
炉
、
ア
モ
ソ
ノ
結
果
λ

常
ニ
大
ナ

y
キ
。
「
喰
」
ノ
総
和
－
一
就
－
プ
観
w
y

ニ
八
二
割

四
一
ニ
シ
ア
ソ
ノ
比
A

一
了
・
一
ナ
リ
ノ
。

合
己
現
ニ
喰
細
胞
－
一
鏑
取
セ
－
プ
レ
居
笠
岡
韓
ノ
数
郎
被
喰
商
敷
「
菌
」
A

（
イ
）
各
抗
原
量

O
、
二
括
ヲ
使
用
セ
シ
場
合

（1
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
検
査
一
一
ア
て
生
滅
液
ア
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
－
一
シ
夕
、
食
臨
水
。
上
泣
液
ト
百
二
十
分
業
協

液
。
三
十
分
煮
滅
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ

y
、
三
十
分
業
漉
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
η
ノ
キ
。
ソ
ノ
値
λ

玉
。
八
。
二
二
二
三
J

二
六
ニ
シ
ア
、

ソ
ノ
比
λ

一
：
一
、
六
：
二
、
六
・
・
二
、
六
・
・
玉
、
二
ナ
リ
ノ
。
此
ノ
際
「
商
」
ノ
総
和
A

六
五
ナ

y
キ。

（
ゴ
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ア
以
ア
ノ
検
査
ニ
ア
λ

、
生
協
液
ヲ
加
ヘ
タ

Y
モ
ノ
ガ
最
小
－
一
ジ
ア
、
食
臨
水
ト
土
問
波
。
百
二
十
分
業
鴻
液
。

三
十
分
業
滅
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ
ソ
、
三
十
分
業
櫨
液
ア
加
ヘ
タ
グ
’
場
合
ガ
最
大
ナ

y
キ
。
ソ
ノ
値
A

四
。
六
。
六
。
八
。
二
二
一
一
ジ
－
プ
、

y
ノ

比
λ

一
・
・
一
、
五
：
一
、
五
：
一
了
・
三
、
二
五
ナ
リ
。
此
ノ
際
「
菌
」
ノ
総
和
三
ニ
七
ナ

y
キ。

（

3
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
使
用
シ
ア
ノ
貰
験
結
果
λ

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
ア
ノ
結
果
一
一
比
シ
、
何
レ
ノ
抗
原
ヲ
使
用
し
ν
タ
y

モ
ノ
ニ
於
ア
モ
常
二
大
ナ
リ
ー
キ
。
「
菌
」
ノ
総
和
－
一
就
ア
観
Y

－
一
六
五
割
三
七
一
一
ジ
ア

y
ノ
比
A

一
、
七
五
：
一
ナ
行
ノ
。

（
ロ
）
各
抗
原
最
ヲ

O
、
五
括
使
用
セ
シ
場
合

非
働
性
兎
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
検
査
－
一
於
ι

j

A

生
鴻
液
及
ピ
食
臆
水
ヲ
加
ヘ
タ
ノ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
－
一
ジ
ア
、
上
按
液
ト
百
二
十
分
業
協
液
。

ゴ
一
十
分
実
鴻
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ

y
、
コ
一
十
分
実
減
液
ヲ
加
ヘ
タ
w
y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
ノ
キ
。
ソ
ノ
値
A

八
。
八
。
二
問
。
二
四
。
三
八
ニ
ジ
ア
、

ソ
ノ
比
A

一
：
一
・
二
子
会
了
・
問
、
七
五
ナ
η
ノ
。
此
ノ
際
「
菌
」
ノ
総
和
λ

一
O
ニ
ニ
ジ
ア
、
抗
原
量

O
、
二
括
ヲ
用
ヰ
ジ
際
ノ
「
菌
」
ノ
総
和
六

五
ヨ
リ
ノ
モ
大
ナ
リ
キ
。

第
六
巻

「可

原

著

主
円

柳

一
一
五

（
第
五
枕

内－一一）



第
六
谷

F、
原

著..... 

~乞三

円

柳

一
一
五
四

（
第
五
披

阿
川
）

（
バ
一
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
ア
ノ
検
査
一
一
一
於
－
プ
A

生
磁
波
及
ピ
食
胸
水
ヲ
加
ヘ
タ
ノ
M
Y

モ
ノ
ガ
最
小
一
一
ジ
ア
、
古
二
十
分
茶
漉
液
。
上
清

液
Q

及
ぜ
三
十
分
業
鴻
液
ノ
順
－
一
－
プ
大
ト
ナ

y
、
三
十
分
煮
熔
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ

y
キ
。
ソ
ノ
位
A

六
。
六
。
八
日
九
。
二
二
一
一

ソ
ノ
比
A

一
：
一
：
一
、
＝
三
了
一
、
五
：
一
一
、
一
七
ナ
リ
ノ
。
此
ノ
際
「
菌
」
ノ
総
和
λ

四
二
ニ
シ
ア
、
抗
原
量

O
、
二
括
ヲ
用
ヰ
シ
際

γ
－プ、

ノ
「
菌
」
ノ
総
和
三
七
ヨ

y
モ
大
ナ

P
キ。

（3
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
使
用
で
ア
ノ
賓
験
結
果
λ

健
常
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
ア
ノ
貫
験
結
果
ェ
比
シ
、
何
レ
ノ
抗
原
ヲ
使
用
シ
タ

Y

モ
ノ

－
一
品
川
－
ア
モ
常
一
一
大
ナ
リ
キ
。
「
商
」
ノ
総
和
－
一
就
ア
観
Y

－一一

O
二
封
四
二
－
一
シ
ア
ソ
ノ
比
λ

二
、
四
一
二
：
一
ナ

y
o

（
三
）
「
喰
L

ト
「
菌
」
ト
ノ
和
郎
チ
喰
蔚
子
「
子
」
λ

（
イ
）
各
折
原
量

O
、
二
詑
ヲ
使
用
シ
タ
u
y

場
合

（1
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ア
以
ア
ノ
検
査
ニ
於
－
プ
A

、
生
瀦
液
ヲ
加
ヘ
タ

Y

モ
ノ
ガ
最
小
－
一
し
て
ア
、
食
関
水
。
土
砂
液
ト
百
二
十
分
煮
雌

液
。
三
十
分
業
減
液
ノ
順
二
大
ト
ナ

y
三
十
分
業
漉
液
ヲ
加
へ
b
y
y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
η
ノ
キ
。
而
ジ
ア
ソ
ノ
値
λ

九
。
一
五
。
二
問
。
二
四
。
四

九
二
シ
ア
、

y
ノ
比
A

一
：
一
、
六
五
：
二
、
六
四
：
一
一
、
六
四
・
・
玉
、
三
九
ナ

y
。
此
ノ
際
「
子
」
ノ
総
和
A

一
一
一
一
ナ
リ
キ
。

（
ヨ
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
使
用
シ
ア
ノ
検
査
－
一
於
ア
コ
生
滅
液
ア
加
ヘ
タ

Y

モ
ノ
ガ
最
小
－
一

uv
－
ア
、
上
減
液
。
食
照
水
。
百
二
十
分

煮
磁
波
。
三
十
分
茶
摘
液
ノ
順
二
大
ト
ナ
夕
、
三
十
分
業
櫨
液
ヲ
加
ヘ
タ

Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ

y
キ
。
而
ぞ
ア
ソ
ノ
値
A

八
。
一
一

c

二
一
。
一

五
。
二
四
ニ
ジ
夕
、
ソ
ノ
比
A

一
・
・
一
、
三
八
：
一
、
五
・
・
一
、
八
八
：
三
ナ

y
。
此
ノ
際
「
子
」
ノ
総
和
A

七

O
ナ

y
キ。

（3
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
使
用
uv
－
ア
ノ
賓
験
結
果
A

健
常
採
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
ア
ノ
貫
験
結
果
－
一
比
シ
、
何
レ
ノ
抗
原
ヲ
使
用
し
V

タ
Y

モ

ノ
ニ
於
ア
モ
常
二
大
ナ
リ
キ
。
「
子
」
ノ
総
和
一
一
就
－
プ
観
Y

－
二
一
二
割
七

O
印
一
、
七
三
：
一
ノ
比
ナ
リ
。

（
ロ
）
各
抗
原
量
心
、
五
括
ヲ
使
用
シ
タ
Y
場
合

（1
）
非
働
性
見
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
－
プ
ノ
検
査
ニ
於
－
プ
A

、
生
鴻
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
一
一
ジ
ア
、
食
時
間
水
。
百
二
十
分
業
滅
液
。
上
被

液
。
三
十
分
業
瀦
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ

y
三
十
分
業
滅
液
ヲ
加
ヘ
タ

Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
キ
o

ソ
ノ
侃
A

一
四
。
一
五
。
問
問
。
問
六
。
六
五
ニ
ジ
ア



ソ
ノ
比
A

了
・
一
、

O
七
・
・
三
二
四
・
ニ
ニ
、
二
八
・
・
四
、
六
四
ナ

y
。
此
ノ
際
「
子
」
ノ
総
和
川
一
八
四
ニ
ジ
ア
、
抗
原
量
O
、
二
括
ヲ
用
キ
ジ

際
ノ
「
子
」
ノ
総
和
二
二
ヨ
リ
モ
大
ナ
リ
ノ
キ
。

（2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
検
査
－
一
於
－
プ
A

、
生
滅
液
ヲ
用
ヰ
タ
U
F

モ
F

ガ
食
糧
水
ヲ
加
ヘ
タ

Y

モ
ノ
ト
同
一
－
一
ジ
ア
最
小
。
百

二
十
分
業
櫨
液
。
上
滑
液
。
三
十
分
業
鴻
液
ノ
順
－
一
－
ア
大
ト
ナ
リ
、
三
十
分
業
鴻
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
ソ
キ
o

ソ
ノ
値
A

一
一
一
。
一
．

一一
υ

一
五
。
一
入
。
二
六
ユ
ジ
ア
、
ソ
ノ
比

A
7・
7
・一、

二
五
：
一
、
五
：
二
、
一
七
ナ
リ
。
此
ノ
際
「
子
」
ノ
総
和

A
八
一
ラ
一
シ
タ
抗

原
量

O
、
二
詑
ヲ
用
キ
ジ
際
ノ
「
子
L
ノ
総
和
七

O
ヨ
リ
モ
大
ナ

y
キ
U

（3
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ア
使
用
シ
ア
ノ
質
験
結
果
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
使
用
ジ
ア
ノ
結
果
－
一
比
シ
何
レ
ノ
抗
原
ヲ
使
用
シ
タ

Y

モ
ノ
ニ
於
－
プ
毛
常
二
大
ナ

y
キ
。
「
子
」
ノ
総
和
－
一
就
ア
観
Y

－
一
一
八
四
封
八
三
－
一
シ
ア
ソ
ノ
比
A

二
、
ニ
ニ
：
一
ナ

y
。

賓

験

第

二

各
抗
原
C
、
五
括
ヲ
加
ヘ
タ
Y
黄
色
葡
萄
吠
球
菌
液
及
ピ
各
抗
原
一
、
一
け
詑
ァ
加
ヘ
タ
Y

同
名
前
液
ヲ
用
ヰ
ア
同
一
海
紅
、
腹
水
ヨ
ソ
得
タ

y

白
血
球
ヲ
以
ア
ジ
－
プ
ノ
質
験
結
果
A

第
二
表
及
ピ
第
四
闘
ヨ

y
第
六
闘
迄
一
一
示
ス
ガ
如
シ
。

所

見

概

括

（
一
）
現
ェ
細
菌
ヲ
包
喰
ジ
ッ
、
ア
Y
喰
細
胞
数
「
喰
L
A

（
イ
）
各
抗
原
量

O
、
玉
蛇
ア
使
用
セ
ジ
場
合

（1
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
用
キ
ア
ノ
検
査
－
一
－
7

A
生
滅
液
、
食
腹
水
ヲ
加
へ
h
p
y

モ
ノ
ガ
同
一
ニ
ア
最
小
。
失
一
一
上
品
川
波
。
百
二
十

分
業
滅
液
。
三
十
分
実
鴻
液
ノ
順
ニ
ア
大
ト
ナ
リ
、
三
十
分
業
滅
液
ガ
最
大
ナ
リ
キ
。
ソ
ノ
値
A

八
。
入
。
二
二
。
一
五
。
二

O
－
一
シ
ア
、
ソ

ノ
比
A

一
：

7
・
一
、
六
一
ニ
・
・
一
、
八
八
：
二
、
五
ナ
リ
ノ
。
此
ノ
際
「
喰
し
ノ
総
和
A

六
四
ナ

y
キ。

（2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
－
プ
ノ
検
査
－
一
ア
A

、
生
滅
液
ヲ
使
用
シ
タ
u
y

場
合
ガ
最
小
－
一

シ
ア
、
衣
デ
食
関
水
。
百
二
十
分
煮
滅
波
。

上
澄
液
。
三
十
分
業
協
液
ノ
順
－
一
一
プ
大
ト
ナ
η
ノ
、
三
十
分
茶
摘
液
ア
使
用
セ

Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
キ
。
ソ
ノ
値
A

問
。
五
。
六
。
入。

第
六
巻

F「

原

著
L」

＝主z
fj 

f~P 

一
一
五
五

（
第
五
披

間

一九）



第
六
谷

「、

原

著
w 

マt
'1'1 

柳

一
一
五
六

（
第
沢
波

同
六
）
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y
ノ
比
A

了
・
一
、
二
五
・
・
一
、
玉
・
・
一
了
・
二
、
七
五
ナ

7
0
此
ノ
際
「
喰
」
ノ
総
和
二
ニ
四
ナ

y
キ。

（3
）
非
働
性
兎
疫
家
兎
胤
清
ア
使
用
シ
－
Y
ノ
賓
験
結
果
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
病
ヲ
用
ヰ
4

プ
ノ
質
験
結
果
ニ
比
シ
、
何
レ
ノ
抗
原
才
ノ
使
用
シ

タ
モ

Y

ノ
ニ
於
－
プ
モ
、

y
ノ
結
果
A

常
二
大
ナ
リ
キ
。
「
喰
」
ノ
総
和
－
一
就
－
プ
ミ
Y

－7
六
四
一
二
二
四
－
一

uv
－
ア
ソ
ノ
比
ハ
一
、
八
八
：
一
ナ
叶
ノ
O

（
ロ
）
各
抗
原
量
ァ
一
、
F

リ
括
使
用
セ
シ
場
合

（
l
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
ア
ノ
検
査
－
一
－
7

A
生
誠
液
ヲ
加
ヘ
タ
U
Y

モ
ノ
ガ
最
小
。
究
デ
食
崎
市
水
。
上
被
波
。
百
二
十
分
業
雄
被
。

三
十
分
業
鴻
液
ノ
順
ニ
ア
大
ト
ナ
リ
、
三
十
分
業
滅
液
ヲ
加
ヘ
タ
戸
モ
ノ
ガ
最
大
ナ

y
キ
。
ソ
ノ
侃
A

玉
。
入
。
一
一
。
一
二
。
一
七
ニ
ジ
－
プ

ソ
ノ
比
A

一
：
一
、
六
：
二
二

一・
・
二
、
四
：
三
、
四
ナ
リ
。
此
ノ
際
「
喰
」
ノ
総
和
A

五
三
ニ
シ
ア
杭
原
量

O
、
五
括
ヲ
用
キ
ジ
際
ノ
「
喰
」
ノ
総
和

シ，プ、

六
回
ヨ
リ
モ
小
ナ

y
キ。

（
ヨ
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
－
プ
ノ
検
査
－
一
ア
λ

生
癒
肢
ア
加
ヘ
タ
’
Y

モ
ノ
ガ
最
小
－
一
シ
ア
、
食
鞭
水
。
百
二
十
分
支
協
液
。
上
澄
液
。

三
十
分
業
鴻
液
ノ
順
－
て
ア
大
ト
ナ

y
、
三
十
分
業
掠
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
ノ
キ
。
ソ
ノ
値
三
一
。
玉
。
六
。
七
。
八
－
一
シ
－
プ
ソ
ノ
比

A

一
．． 

二
、
五
．． 

（3
）
非
働
性
兎
疫
家
兎
血
清
ヲ
使
用
ジ
－
プ
ノ
貫
駿
結
果
A

健
常
家
兎
血
清
ア
用
キ
－
ア
ノ
守
貰
験
結
呆
－
一
比
ジ
、
何

ν
ノ
抗
原
ヲ
用
ヰ
一
タ

y
モ
ノ

－
ご
一
於
－
プ
モ
常
ニ
大
ナ

y
キ
。
「
喰
」
ノ
線
和
－
一
山
杭
－
ア
観
y
－
一
五
三
劉
二
八
ニ
シ
－
ア
、

y
ノ
比
A

一
、
八
九
：
一
ナ
リ
。

（
二
）
現

ニ
喰
細
胞
ニ
嬬
取
セ
ラ

v
罵
Y
菌
鰻
ノ
数
郎
被
喰
菌
数
「
菌
」
A

（
イ
）
抗
原
量

O
、
五
詑
ヲ
使
用
セ
ジ
場
合

（
1
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
－
プ
ノ
検
査
一
一
－
7
A
生
漏
液
ヲ
用
キ
タ
Y
場
合
ガ
最
小
－
一
ジ
ア
、
食
鞠
水
。
百
二
十
分
業
漉
液
。
上
ほ
波
。

三
十
分
業
鴻
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ

y
、
三
十
分
業
協
液
ア
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
ノ
キ
。
ソ
ノ
値
A

九
二
一
。
ヱ
ハ
り
二
問
。
三
一
ニ
シ
－
プ

ソ
ノ
比
λ

一
：
一
、
一
ゴ
了
・
一
、
七
六
：
二
．
六
四
：
三
、
四
一
ナ

y
。
此
ノ
際
「
菌
L
ノ
総
和
ハ
九
一
ナ

y
キ。

（三
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
－
プ
ノ
検
査
－
一
ア
コ
生
滅
液
及
ピ
食
騨
水
ヲ
加

ヘ
タ

Y

モ
ノ
ガ
同
一
ニ
シ
ア
最
小
。
百
二
十
分
実
縮
減
。

第
六
忠
信

P『

原

著
lo-' 

背ー

t~P 

一
一
五
七

〈
第
五
放

四
七
）



第
六
品位

F『
原

著

育

柳

一
一
五
人

（第
沢
競

凶
八
〉

上
波
液
。
三
十
分
業
滅
液
ノ
順
二
大
ト
ナ

y
、
三
十
分
業
漉
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ

y
キ。

y
ノ
値
A

五
。
五
。
八
。
九
。

ァ
、
ソ
ノ
比
A

一
・
・
一
：
一
、
六
：
一
、
八
：
二
、
六
ナ
リ
。
此
ノ
際
「
菌
」
ノ
総
和
λ

四
O
ナ
リ
キ
。

（3
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
使
用
シ
ア
ノ
質
験
結
果
A

健
常
家
兎
血
清
ヲ
用
キ
ア
ノ
質
験
結
果
ニ
比
シ
、
何
レ
ノ
抗
原
ヲ
用
ヰ
タ
Y

モ
ノ

－
一
於
ア
モ
常
ニ
大
ナ
リ
ノ
キ
。
「
菌
」
ノ
線
和
－
一
就
ア
観
Y

－
一
九
一
割
四

Oζ

シ－ア、

y
ノ
比
二
一
、
二
八
：
一
ナ
リ
。

（
ロ
）
各
抗
原
量
ヲ
一
、

O
括
使
用
セ
ジ
場
合

（1
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
’
プ
ノ
検
査
ニ
於
－
プ
A

生
浦
被
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
－
一
シ
ア
、
・
次
デ
食
醗
水
。
百
二
十
分
煮
滅
液
。
上

被
液
。
三
十
分
実
摘
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ
リ
、
三
十
分
業
鴻
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

毛
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
ノ
キ
。

y
ノ
値
A

玉
。
一
一
。

一
三
。

一
五
。
二
二

ソ
／
比

A
7
・
二
、
一
了
・
二
、
六
：

一
一
二
ニ
シ

ニ
ジ
－
プ
、

合
ノ
「
菌
」
ノ
伯
郡
和
九
一
ヨ
ク
モ
小
ナ
リ
キ
。

（2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
検
査
ニ
ア
A

、
生
協
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
。
・
次
デ
食
関
水
。
百
一
一
十
分
業
総
液
。
上
段
液
。
三

十
分
業
瀦
液
ノ
順
ニ
ア
大
ト
ナ
リ
y

、
三
十
分
業
掠
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
ノ
キ
Q

Y

ノ
値
A

四
。
五
。
七
。
八
。
二
一
一
一
シ
－
ア
ソ
ノ

比
A

一
：
一
、
二
五
：
一
、
七
五
・
‘
一
了
二
ニ
。
此
ノ
際
「
菌
L
ノ
総
和
A

三
六
ニ
シ
テ
抗
原
量
’
一、
玉
托
ヲ
用
ヰ
タ
Y
場
合
ノ
「
菌
」
ノ
総
和
四

O

ヨリ
ノ
モ
小
ナ

y
キ。

（3
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
倒
用
シ
ア
ノ
賞
験
結
果
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
ア
ノ
賓
験
結
果
－
一
比
シ
、
何
V

ノ
抗
原
ヲ
用
ヰ
タ

Y

モ
ノ
ニ
於
ア
モ
常
ュ
大
ナ

y
キ
。
「
菌
」
ノ
総
和
－
一
就
ア
観
Y

ニ
六
六
割
三
六
一
一
シ
－
ア
、
ソ
ノ
比
A

一
、
八
コ
了
・
一
ナ
ソ
。

（三
）
「
喰
」
ト
「
菌
」
ト
ノ
和
郎
喰
菌
子
「
子
」
A

（
イ
）
各
抗
原
量
O
、
五
括
ヲ
使
用
シ
タ
u
y

場
合

（1
）
非
働
性
兎
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
－
ア
ノ
検
査
二
－
ア
ミ
生
滅
液
ア
加
へ
b
p
w
y

モ
ノ
ガ
最
小
ニ
ジ
ア
、
・
次
デ
食
瞳
水
。一
白
二
十
分
業
繍
液
。
上
澄

山
政
。
三
十
分
業
櫨
液
ノ
順
一
一
ア
大
ト
ナ
9
、三
十
分
業
癒
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
キ
。
ソ
ノ
値
A

一
七
。
一
九
。
三
一
。
三
七
。
五
一



－
－
シ
ァ
、
ソ
ノ
比
A

了
・
一
、
一
四
：
一
、
八
六
・
・
二
、
ニ
一
了
・
三
、

O
六
。
此
ノ
際
「
子
」
ノ
総
和
A

一
五
五
ナ

y
キ。

（2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ア
用
キ
ア
ノ
検
査
－
一
於
ア
A

生
摘
液
ヲ
加
ヘ
タ
w
y

屯
ノ
ガ
最
小
ニ
ジ
ア
、
衣
デ
食
瞳
水
。
百
二
十
分
業
漉
液
。

上
澄
液
。
三
十
分
業
櫨
液
ノ
順
ニ
ア
大
ト
ナ
9
、
三
十
分
業
鴻
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
キ
。
ソ
ノ
値
A

九
。
一

O
。
一
四
。
一
七
。

二
四
ユ
シ
ア
、
ソ
ノ
比
A

了
・
一
、
一
了
・
一
、
五
六
：
一
、
八
九
：
二
、
六
七
。
此
ノ
際
「
子
」
ノ
総
和
A

七
四
ナ
リ
ノ
キ
。

（3
）
非
働
性
見
疫
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
ア
検
査
ノ
結
果
コ
非
働
性
健
常
家
兎
胤
清
ア
用
ヰ
ア
ノ
検
査
結
果
－
一
比
ジ
、
何

ν
ノ
抗
原
ヲ
用
キ
タ

y
場
合
－
一
於
ア
モ
常
ニ
大
ナ
η
ノ
キ
。
「
子
」
ノ
線
和
－
一
就
－
ア
観
Y

－
一
一
五
五
調
七
四
ニ
シ
ア
、
ソ
ノ
比
二
一
、

O
九
：
一
ナ
リ
ノ
。

（
ロ
）
各
抗
原
量
一
、

O
括
使
用
シ
タ
Y
場
合

（
1
）
非
働
性
見
疫
家
兎
血
清
ヲ
用
キ
ア
ノ
検
査
－
一
一
於
ア
川
、
生
滅
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
ニ
ジ
ア
、
失
デ
食
堕
水
。
百
二
十
分
業
鴻
液
。

上
澄
液
。
三
十
分
柔
鴻
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ

y
J二
十
分
業
鴻
液
ア
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ

y
キ
。
ソ
ノ
値
A

一
O
。
一
九
。
二
五
。
二
六
。

三
九
ニ
シ
ア
、
ソ
ノ
比

A
7・
一
、
九
：
二
、
五
：
二
、
六
：
三
、
九
。
此
ノ
際
「
子
」
ノ
総
和

A
一
一
九
二
ジ
ア
抗
原
量
O
、
五
蛇
ヲ
使
用
シ

タ
Y
場
合
ノ
値
一
五
五
ヨ

y
モ
小
ナ
η
ノキ。

（2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
－
プ
ノ
検
査
－
一
於
－
プ
ミ
生
滅
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
－
一
シ
ア
、
夫
デ
食
韓
水
。
百
二
十
分
業
鴻
液
。

上
殻
液
。
三
十
分
業
鴻
液
ノ
順
二
大
ト
ナ
η
ノ
、
三
十
分
業
鴻
液
ア
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ

y
キ
o
y
ノ
値
A

六
。
一

O
。
二
ニ
。
一
五
。
二

O
ユ
ジ
ア
、
ソ
ノ
比
A

一
：
一
、
六
七
：
二
、
一
七
：
二
、
五
：
三
、
三
三
。
此
ノ
際
「
子
」
ノ
総
和
A

六
四
ユ
シ
ア
抗
原
量
O
、
五
蛇
ヲ
用
キ

タ
Y
場
合
ノ
値
七
四
ヨ
η
ノ
モ
小
ナ
叫
ノ
キ
。

（3
）
非
働
性
兎
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
－
プ
ノ
検
査
結
果
七
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
－
プ
ノ
検
査
結
果
－
一
比
シ
、
何
レ
ノ
抗
原
ヲ
用
キ
タ

Y
場

合
－
一
於
－
プ
三
百
二
大
ナ
9
キ
。
「
子
」
ノ
総
和
－
一
就
ア
観
Y

－
一
一
一
九
艶
六
回
ニ
シ
ア
、

y
ノ
比
A

一
、
八
九
：
一
ナ
9
0

賓

輪

第

各
抗
原
液
ア
一
、

O
蛇
加
ヘ
タ
Y
黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
液
及
ピ
各
抗
原
被
二
、

O
括
ヲ
加
ヘ
タ
Y

同
名
菌
液
ヲ
用
ヰ
ア
同
一
海
旗
腹
水
ヨ
リ
得

第
六
巻

F『

原

箸
....... 

脊

柳

一
一
五
九

〈
第
五
披

四
九
）
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タ
w
y

白
血
球
ヲ
以
－
プ
シ
ア
ノ
賓
験
結
果
A

第
三
表
及
ピ
第
七
闘
ヨ

y
第
九
闘
迄
ニ
示
ス
ガ
如
uv
。

所

見

概

括

（
一
）
現
ニ
細
菌
ア
包
喰
ジ
ッ
、
ァ
Y
喰
細
胞
敷
「
喰
」
山

（
イ
）
各
抗
原
量
一
、

O
括
ヲ
使
用
セ
ジ
場
合

（1
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
－
プ
ノ
検
査
－
一
一
於
ア
A

、
生
櫨
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
－
一
シ
ア
、
衣
デ
食
盟
水
。
百
二
十
分
業
鴻
液

ト
上
波
液
。
三
十
分
業
鴻
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ
9
、
三
十
分
業
櫨
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

毛
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
キ
o

y
ノ
値
A

六
。
九
。
一
五
。
一
五
。
二

二
ニ
ジ
ア
、
ソ
ノ
比

A
7・
一
、
五
三
：
二
、
五
五
：
二
、
五
五
：
三
、
七
四
。
此
ノ
際
「
喰
」
／
総
和
三
ハ
七
ナ
甘
ノ
キ
。

（2
）
非
働
性
健
常
家
兎
’

m清
ヲ
以
ア
ノ
検
査
－
一
於
7
A
、
生
漏
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
ニ
ジ
ア
、
衣
デ
食
揮
水
。
百
二
十
分
業
瀦
液
ト

上
澄
液
。
三
十
分
業
漉
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ
η
ノ
、
三
十
分
業
鴻
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

毛
ノ
ガ
最
大
ナ

y
キ。

y
ノ
値
A

一
。
ニ
。
問
。
四
。
六
二
シ
ア

ソ
ノ
比
A

一
：
二
：
四
：
四
：
六
。
此
ノ
際
「
喰
」
ノ
総
和
A

一
七
ナ
叩
ノ
キ
。

（3
）
非
働
性
見
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
－
プ
ノ
検
査
結
果
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
検
査
結
果
－
一
比
シ
、
何
V

ノ
抗
原
ヲ
用
ヰ
タ
Y

モ
ノ

ヱ
於
ア
モ
常
ニ
大
ナ
リ
ノ
キ
・

4
．
喰
」
ノ
総
和
－
一
就
－
プ
観
Y

二
六
七
封
一
七
－
一
シ
－
プ
、

y
ノ
比
A

三
、
九
四
：
一
ナ
リ
。

（
ロ
）
各
抗
原
量
二
、
O
蛇
ヲ
使
用
シ
タ
Y
場
合

（1
）
非
働
性
兎
疫
家
兎
血
清
ヲ
用
キ
ア
ノ
検
査
－
一
テ
’
A

生
滅
液
ア
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
ニ
シ
ア
、
衣
デ
食
臨
水
。
百
二
十
分
業
滅
液
ト
上

滑
液
。
三
十
分
業
鴻
液
ノ
順
－
一
大
ト
ナ

y
、
三
十
分
業
鴻
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ

9
キ
o

y
ノ
佐
A

七
。
九
。
一
つ
一
つ
二
二
－
一

シ
ア
、
ソ
ノ
比
A

一
：
一
、
二
九
：
一
、
五
七
：
一
、
五
七
：
三
、
一
四
。
此
ノ
際
「
喰
」
ノ
線
和
二
ハ
O
ニ
ジ
ア
、
抗
原
量
一
、

O
括
ア
用
ヰ

タ
U
Y

場
合
ノ
値
ム
ハ
七
ヨ
リ
モ
小
ナ
廿
ノ
キ
。

（
ヨ
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
ア
ノ
検
査
一
一
ア
ミ
生
漉
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
一
一
シ
ア
、
失
デ
食
盟
水
。
百
二
十
分
業
鴻
液
ト

上
積
液
。
三
十
分
業
鴻
液
ノ
順
－
一
大
ト
ナ

P
J
二
十
分
業
滅
液
ヲ
加
へ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
ノ
キ
。
ソ
ノ
値
A

一
。
二
。
三
。
三
。
四
ニ
ジ
ア
、

第
六
念

r、
原

著、.... 

背

干卯

一
一
六

（
第
五
競

五
一
）



第
六
谷

F『

原

著
、．＆

青

柳

一
一
六

（
第
五
一
蹴

五

、J

ソ
ノ
比
A

了
・
ニ
：

キ。
（3
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
用
ナ
プ
ノ
買
験
結
果
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ア
用
ヰ
ア
ノ
貫
験
結
果
二
比
シ
、
何
レ
ノ
抗
原
ヲ
使
用
シ

タ
y
f
t
ノ
一一
於
－
プ
モ
門
前
回
一
大
ナ

y
キ
。
「
喰
」
ノ
総
和
－
一
就
ア
観
Y

二
ハ
O
謝

二
ニ
ニ
ジ
ア
、
四
、
六
ニ
：
一
ノ
比
ナ
リ
ノ
。

（
二
）
現
ニ
喰
細
胞
－
一
節
取
セ
ラ
レ
居
Y
菌
髄
ノ
数
郎
被
喰
菌
数
「
菌
」
A

（
イ
）
各
抗
原
量
一
、

O
括
ヲ
用
ヰ
シ
場
合

（1
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
－
プ
ノ
検
査
－
一
於
－
ア
A

、
生
漏
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
。
・
次
J

ア
食
韓
水
。

液
。
三
十
分
業
櫨
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ
リ
、
三
十
分
業
鴻
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ

y
キ
o

y
ノ
値
A

、
一
一
。

八
二
シ
ア
、
ソ
ノ
比
A

一
：
一
、
一
七
：
一
、
八

O
：
二
、
二
ハ
：
三
、
四
一
一
。
此
ノ
際
「
菌
」
ノ
総
和
A

一
O
六
ナ
ソ
キ
。

（2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
検
査
－
一
於
ア
コ
生
櫨
液
ヲ
加
ヘ

タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
一
一
ジ
ア
、
失
デ
食
臨
水
。
百
二
十
分
業
漉
液
。

上
清
液
。
三
十
分
業
繍
液
ノ
順
二
大
ト
ナ

p
、
三
十
分
業
鴻
液
ヲ
加
ヘ

タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ

y
キ
。
ソ
ノ
値
A

一
。
二
。
四
。
四
。
七
エ
ジ
ア

ソ
ノ
比
A

一
・
ニ
了
・
四
：
四
：
七
。
此
ノ
際
「
菌
L
ノ
線
和
A

一
八
ナ
リ
キ
。

（q
J

）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ア
以
e

プ
ノ
検
査
結
果
つ
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
検
査
ェ
比
ジ
、
何
レ
ノ
抗
原
ヲ
用
ヰ
タ
Y

モノ－一

於
－
プ
モ
常
－
一
大
ナ
リ
寺
。
「
菌
」
ノ
線
和
－
一
就
ア
観
Y

－一一

O
六
割
一
八
二
し
て
ア
、

y
ノ
比
A

玉
、
八
九
：
一
ナ

p
。

（
ロ
）
各
抗
原
量
二
、
O
括
ヲ
用
ヰ
タ
Y
場
合

（1
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
検
査
－
一
於
’
プ
A

、
生
鴻
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
－
一
シ
ア
、
夫
デ
食
曜
水
。
百
二
十
分
業
鴻
液
。

上
清
液
。
三
十
分
業
鴻
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ
9
、
三
十
分
業
滅
液
ヲ
用
キ
タ
グ’
モ
f

ガ
最
大
ナ
リ
ノ
キ
。
ソ
ノ
値
A

九
。
一
三
。

一
五
。
二
ハ
。
二

六
ニ
シ
夕
、
ソ
ノ
比

A
7・
一
、
四
四
：
一
、
六
七
：
一
、
七
八
：
二
、
八
九
。
此
ノ
際
「
菌
」
ノ
総
和

A七
九
ニ
シ
ア
、
抗
原
量
一
、

O
括
ヲ

用
ヰ

タ
Y
時
ノ
値
一

O
六
ヨ
リ
モ
小
ナ
9
キ。

上
位
侃
液
。
百
二
十
分
業
鴻

一
三
。
二

O
。
二
四
。
三



（2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
’
ア
ノ
検
査
－
一
一
於
ア
A

、
生
漏
液
ヲ
加
ヘ

タ
Y

毛
ノ
ガ
最
小
－
一
し
て
プ
、
・
次
デ
食
聴
水
。
百
二
十
分
業
鴻
液
ト

上
減
液
。
三
十
分
蓑
鴻
液
ノ
順
二
大
ト
ナ
リ
ノ
、
三
十
分
業
鴻
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
キ
。
ソ
ノ
値
A

一
。
一
一
。
三
。
三
。
六
二
ジ
ア

ソ
ノ
比
A

一
：
二
：
三
・
さ
て
・
六
。
コ
ノ
際
「
菌
」
ノ
線
和
A

一
五
ニ
ジ
ア
、
抗
原
量
一
、

O
括
ヲ
用
ヰ
タ
Y
場
合
ノ
値
一
八
ヨ

y
モ
小
ナ
リ
キ
。

（3
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
貫
験
結
果
て
非
働
性
健
常
家
兎
胤
清
ヲ
以
ア
ノ
賓
験
結
果
－
一
比
ジ
、
何
レ
ノ
抗
原
ヲ
用
ヰ
タ
M
F

モ

ノ
ュ
於
－
プ
モ
常
ニ
大
ナ
リ
ノ
キ
。
「
菌
」
ノ
総
和
二
拡
プ
観
Y

一
一
七
九
封
一
五
－
一
ジ
ア
、
ソ
ノ
比
A

玉
、
二
七
・
・
一
ナ

y
。

（
一
二
）
「
喰
」
ト
「
菌
」
ト
ノ
和
郎
喰
菌
子
「
子
」
λ

（
イ
）
各
抗
原
量
一
、

O
括
ヲ
用
ヰ
タ
Y
場
合

（1
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
4

プ
ノ
検
査
－
一
於
ア
A

生
滅
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
－
一
シ
ア
、
究
デ
食
臨
水
。
上
波
液
。
百
二
十
分
業

鴻
液
。
三
十
分
業
鴻
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ
ソ
、
ゴ
一
十
分
業
漏
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y
モ
ノ
ガ
最
大
ナ

y
キ
。
ソ
ノ
値
A

一
七
。
二
一
一
。
三
五
。
三
九
。
六

O
ニ
ジ
ア
、
ソ
ノ
比
A

一
：
一
、
コ
コ
了
・
二
、
了
・
二
、
三
四
・
ニ
二
、
六
。
此
ノ
際
「
子
」
ノ
総
和
A

一
七
三
ナ
η
ノキ。

（2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
検
査
－
一
於
ア
コ
生
滅
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
。
衣
デ
食
臆
水
。百
二
十
分
業
減
液
ト
上
被
液
。

三
十
分
業
鴻
液
ノ
順
ニ
ア
大
ト
ナ
ク
、
三
十
分
煮
一漏
液
ヲ
加
ヘ

タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
内
ノ
キ
o

y
ノ
値
三
一
。
四
。
入
。
八
。
二
ニ
ュ
シ
テ
＼
y

ノ
比

A
7・
二
：
四
：
四
：
六
、
五
。
此
ノ
際
「
子
」
ノ
飽
和
三
二
五
ナ
η
ノキ。

（3
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
－
プ
ノ
検
査
結
果
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
－
プ
ノ
検
査
結
果
ζ

比
シ
、
何
レ
ノ
抗
原
ヲ
用
ヰ
タ
Y

モ
ノ

－
一
於
－
プ
モ
常
ニ
大
ナ
リ
キ
。
「
子
」
ノ
飽
和
一
一
就
ア
観
Y

－
二
七
三
割
三
五
－
一
ジ
ア
、

y
ノ
比
A

四
、
九
四
：
一
ナ

y
。

（
ロ
）
各
抗
原
量
二
、

O
括
ヲ
用
ヰ
タ
Y
場
合

（1
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
検
査
－
一
於
ア
A

、
生
滅
液
ア
加
ヘ

タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
－
一
シ
ア
、
次
デ
食
閥
抗水
。
上
被
液
。
百
二
十
分

業
櫨
液
。
三
十
分
業
櫨
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ
ワ
ノ
、
三
十
分
美
濃
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
ノ
キ
。

y
ノ
値
A

一
六
。
二
一
一
。
二
六
。
二
七
c

四
八
ユ
ジ
ア
、
ソ
ノ
比
A

一
：
一
、
三
八
：
一
、
六
一
二
・
・
一
、
六
九
：
三
。
此
ノ
際
「
子
」
ノ
飽
和
A

一
三
九
二
シ
ア
、
抗
原
量
一
、

O
括
ヲ
用
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六
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蕃
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此

ν
ヨ

y
余
等
A

究
ノ
事
賓
ヲ
認
識
ス
ペ
キ
ナ

7
0

一
、
試
験
管
内
喰
菌
現
象
ヲ
標
示
ス

Y
凡
ア
ノ
因
子
ナ

Y
喰
細
胞
、

被
喰
菌
数
及
ピ
喰
菌
子
ノ
値
A

免
疫
家
兎
血
清
及
ピ
健
常
家
兎
血
清
ノ

何

V
7
以
ア
ノ
検
査
d

一
於
－
プ
毛
、
毎
貫
験
ヲ
通
ジ
ア
生
描
液
ヲ
加
ヘ
タ

M
Y

毛
ノ
ガ
最
小
－
一
ジ
ア
、
三
十
分
業
描
液
ヲ
加
ヘ
タ
U
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ

y
キ
。
即
チ
生
滅
液
ヲ
加
ヘ
タ
U
Y

モ
ノ
A

食
臨
水
ヲ
加
ヘ
タ

Y

モ
ノ
－
一

ス
ラ
及
バ
ザ
Y
毛

ノ

ア

y
キ。

々
相
似
タ

y
。

二
、
上
澄
液
及
ピ
百
二
十
分
業
鴻
液
ヲ
加
ヘ
タ

Y
モ
ノ
A

ソ
ノ
値
略

サ
レ
ド
喰
菌
子
－
一
就
ア
観
Y

－
一
、
抗
原
量

O
、
五
括
ヲ
用
ヰ
タ

Y
場
合
－
一
一
於
ア
、
前
者
ガ
ニ
ダ
仇
大
ト
ナ
ソ
、
一
、

O
括
ア
使
用
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六
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五
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第
五
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五
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第
六
巻

F『

原

著

"ili'. 
円

m叩
A
b
官

一
一
六
六

（
第
五
競

五
六
）

シ
タ

Y
結
果
A

後
者
ガ
三
。
二
、
J

托
ヲ
以
－
プ
シ
〆

Y

－
了
矢
技
後
者
ガ
一
ダ
ヶ
大
ナ

9
キ
o

郎
チ
非
働
性
免
疫
抗
ピ
ニ
健
常
家
兎
血
清
ア
用
ヰ
－
プ
ノ
貫
験
結
果
ヲ
通
ジ
ア
、
喰
菌
作
用
－
一
影
響
ス

Y
能
力
ノ
大
小
ノ
順
序
ヲ
一
不
ス
時
A

、

三
十
分
業
減
液
。
上
梓
液
及
ピ
百
二
十
分
業
鴻
液
。
食
関
水
。
生
憾
液
ノ
順
ナ

7
キ。

二
、
但
シ
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
－
プ
ノ
試
験
管
内
喰
菌
作
用
A

何
レ
ノ
抗
原
種
ヲ
用
ヰ
ク

y
f
t
ノ
ニ
在

y
－
プ
モ
毎
常
非
働
性
免
疫
家

兎
血
清
ヲ
使
用
ジ
ア
ノ
結
果
ヨ
リ
モ
小
ナ

y
キ。

三
、
質
験
第
て
一
於
－
プ
抗
原
量

7
0、
ニ
耗
加
へ

〆
Y

ニ
、
「
喰
」
「
菌
」
「
子
」
ノ
何
レ
モ
ガ

O
、
五
括
加
ヘ
タ
Y
此
等
ヨ
リ
ノ
モ
小
ナ

y
キ
。
郎

チ
加
ヘ
タ
J
Y
抗
原
ノ
量
ノ
増
大
－
二
致
運
行
ジ
ア
試
験
管
内
喰
菌
作
用
モ
亦
タ
増
強
セ
ラ
レ
hy
y

。

問
、
然
M
Y

二
貫
脆
第
二
三
於
テ
ノ
抗
原
量
ァ
一
、

O
托
加
ヘ
タ
Y

三
ー
喰
」
「
菌
」
「
子
」
ノ
何
レ
モ
ガ

O
、
五
括
ヲ
加
ヘ
タ
Y
場
合
ノ
此
等
ヨ

y
モ

小
ト
ナ

y
T’
7
0
叉
賓
験
第
三
－
一
於
－
プ
抗
原
量
ヲ
一
一
、

O
托
7
加
ヘ
タ
Y

－二，喰
L

「
菌
L

「
子
L
ノ
何
レ
モ
ガ
抗
原
量
一
、

O
耗
ヲ
加
ヘ
タ
Y
場
合

ノ
此
等
ヨ

P
小
ト
ナ

y
タ
ソ
。
郎
チ
加
ヘ
タ
w
y

抗
原
量
ノ
増
大
一
一
逆
行
シ
ア
試
験
管
内
喰
菌
作
用
A

減
弱
セ
ラ
レ

〆
7
0

掠
今
暫
ク
、
余
等
A

以
上
ノ
所
見
－
一
就
キ
討
究
考
察
ス
M
Y

所
ア
ラ
ン
。

阪
ユ
石
本
準
士
－
一
ヨ

y
黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
ノ
生
・
蓑
南
滅
液
ノ
生
物
準
的
研
究
A

詳
細
ニ
接
表
セ
ラ

ν
タ
Y
慮
ナ
Y
ガ
、
余
等
ガ
質
験
材
料

ユ
使
用
シ
タ
Y
黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
ノ
上
按
液
及
ピ
生
総
液
中
ニ
A

「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ノ
合
有
ナ
レ
居
Y

モ
ノ
ナ
Y
事
A

明
ナ
Y
事
質
ナ

y
。
而

ジ
ア
上
澄
液
ア
陶
土
鴻
過
器
－
て
プ
滅
遁
ス
M
Y

時
二
此
ノ
際
y
ノ
溶
液
中
－
一
合
有
サ
レ
居
Y
抗
原
性
能
働
力
ヲ
有
ス

Y
物
質
ガ
多
少
吸
着
セ
ラ

V

Y
モ
ノ
ナ
Y
ガ
故
ニ
生
誠
液
中
二
A

該
物
質
ガ
頗
w
y

減
少
シ
居
u
y

ナリノ。

究
ニ
此
ノ
生
鴻
液

Z
二
十
分
間
煮
沸
シ
タ
Y

モ
ノ
ニ
於
－
7
A
、
ソ
ノ
中
二
合
有
セ
ヌ
レ
居
y
「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
ノ
ミ
ガ
全
ク
破
却
セ
－
フ
レ
、
只

抗
原
性
能
働
力
ァ
有
ス

Y
物
質
ノ
ミ
ヲ
溶
解
シ
居
Y
事
ト
ナ

9
、
夏
－
一
百
二
十
分
間
煮
沸
シ
タ
Y

モ
ノ
ニ
於
ア
A

、
此
ノ
抗
原
性
物
質
モ
一
部

破
却
セ
ラ

veプ
抗
原
性
能
働
力
A

減
弱
シ
居
u
y

モ
ノ
ナ
7
。
此
慮
－
一
於
ア
（
一
）
ノ
所
見
ノ
生
ズ

Y
所
以
ヲ
考
察
シ
ア
ミ

Y
ζ

抗
原
性
能
働
力
苛
ノ

有
ス

Y
物
質
ノ
合
有
量
ガ
小
－
一
シ
ア
、

y
ノ
上
向
ホ
喰
細
胞
ノ
細
簡
貧
喰
作
用
ヲ
阻
止
ス
ペ
キ
「
イ
ム
ペ
デ
ン
」
ア
合
有
ス

Y
生
櫨
液
ヲ
加
ヘ
タ
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喰
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小
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一
此
ヲ
三
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分
間
煮
沸
ス
レ
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「
イ
ム
ペ
ヂ
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」
ノ
ミ
ガ
破
却
セ
ラ

v
、ソ
V

ガ
鴬

－
一
、
三
十
分
間
煮
沸
セ

Y

モ
ノ
ヨ
η
ノ
モ
抗
原
性
能
働
力
ヲ
有
ス

Y
物
質
ヲ
多
量
－
一
合
有
ス

v
ド
モ
、
「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
し
ヲ
合
ミ
居
Y
ガ
故
ニ
喰
細

胞
ノ
貧
喰
作
用
ヲ
阻
止
ス

Y
上
湾
液
ヲ
加
ヘ
タ

Y

モ
ノ
ヨ

y
モ
喰
菌
作
用
ガ
旺
廉
ト
ナ

y
シ
ナ

y
。
叉
百
二
十
分
間
煮
沸
セ
ラ
V

タ
山
戸
時
A

ソ
ノ
抗
原
性
能
働
力
モ
亦
タ
大
－
一
減
弱
セ
ラ
レ
居
Y
ガ
故
三
二
十
分
業
鴻
液
ア
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ヨ

y
モ
喰
菌
作
用
ノ
減
弱
ス
U
F

事
A

自
明
ノ

理
ナ
Y

ペ
シ
。
而
モ
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ヲ
合
有
シ
居
ザ
Y
ガ
故
三
抗
原
性
能
働
力
ア
有
ス

Y
物
質
ノ
合
有
ガ
此
V

ヨ
y
三
造
－
一
大
－
一
ジ
ア
、
＋
ノ

レ
ド
「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
ヲ
多
量
－
一
合
有
ス

Y
上
滋
液
ヲ
加
ヘ

タ
Y

結
果
ト
略
々
相
一
致
ス

Y
喰
菌
作
用
ヲ
示
シ
得
タ

Y
ナ
タ
。
之

A

ム
ベ
ヂ
ン
」
ノ
存
在
ガ
如
何
一
一
抗
原
性
能
働
力
ヲ
阻
止
ス

Y

モ
ノ
ナ
Y
カ
ヲ
明
白
－
一
指
示
ジ
タ

Y

モ
ノ
ト
謂
ツ
ペ
キ
ナ
リ
。

夏
ニ
抗
原
性
能
働
力
ヲ
有
ス

Y
物
質
ヲ
合
有
セ
ザ
Y
食
関
水
ヲ
加
ヘ
タ

Y

モ
ノ
ガ
、
抗
原
性
能
働
力
ヲ
有
ス
w
y

物
質
司
ノ
溶
解
セ

Y
生
摘
液
ヲ
．

加
～
タ
ル
モ
ノ
ヨ

y
モ
喰
菌
現
象
ノ
旺
盛
ナ
Y

A
後
者
－
一
合
マ

V

居

y
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ノ
抗
原
性
阻
止
作
用
ガ
如
何
－
一
拐
、
キ
モ
ノ
ナ

Y
カ
ヲ

物
語
Y
モ
ノ
ナ
グ
’
ペ
ジ
。
郎
チ
生
瀦
液
A

喰
菌
作
用
ア
バ
正
常
以
下
－
一
マ
デ
抑
願
降
下
セ
ジ
メ
タ

Y
ナ
η
ノ。

斯
ク
ア
（
一
）
ノ
所
見
A

「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
準
設
ア
侯
チ
ア
初
メ
ア
設
明
シ
得
－
プ

Y

、
所
ナ
リ
ノ
。
サ
レ
ド
、
時
ニ
人
ア
咋
ノ
ア
或
A

呈
一
三
ン
。
「
生
雄

液
ヲ
加
ヘ
タ
M
F

モ
ノ
ガ
煮
滅
液
ヲ
加
ヘ
タ

Y

モ
ノ
ノ
結
果
ヨ

y
モ
小
ナ
Y
A
「
イ
ム
ペ
チ
ン
」
ノ
阻
止
作
用
－
一
依
Y

－
一
ア
ラ
ズ
シ
ア
、
ソ
ノ
毒
力

大
ナ
Y
結
果
－
一
依
Y
ナ
リ
ノ
。
」
ト
。
質
－
一
此
ノ
言
ヤ
一
見
異
ノ
如
ク
ナ
レ
ド
モ
具
眼
ノ
士
ニ
シ
ア
賓
験
第
一
ノ
結
果
ヲ
解
析
ス
レ
バ
、
ソ
ノ
誤
リ
ノ

ナ
Y
事
ァ
直
チ
ニ
気
付
ク
ペ
シ
。
郎
チ
余
等
A

抗
原
量
ヲ

O
、
二
括
ヨ
リ

O
、
玉
括
－
一
増
量
シ
、
従
ッ
ア
生
滅
液
ノ
毒
力
モ
後
者
－
一
於
4

7

A

前
者

ヨ
リ
ノ
モ
増
加
ジ
タ

Y
課
ナ
M
Y

ガ
、
ソ
ノ
喰
菌
作
用
A

反
ッ
ア
、
後
者
一
一
於
－
プ
前
者
ヨ

y
大
ナ
ソ
シ
ナ
η
ノ
。
此
ノ
事
質
A

生
滅
液
ノ
毒
力
一
五
々
ノ

諜
リ
ノ
ナ

Y
事
ヲ
明
示
ス

Y

モ
ノ
ナ
リ
ノ
。
（
一
一
）
ノ
所
見
ナ
Y
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ア
用
ヰ
ア
ノ
結
果
ガ
非
働
性
兎
疫
家
兎
巾
清
ァ
用
ヰ
ア
ノ

結
果
－
一
比
シ
常
ニ
劣

v
y
A
、
前
者
－
一

A
「
ト
ロ
ピ
ン
」
ア
合
有
セ
ザ
Y
ず
故
－
一
ナ

y
o
而
モ
此
彪
－
一
一
於
ア
モ
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
L
現
象
ヲ
後
者
一
一
於

面

一「
イ

ケ
w
y

ト
全
ク
同
様
－
一
見
出
シ
符
Y
A
何
故
グ
じ
他
ナ
ジ
、
小
量
乍
一
ブ
モ
存
在
シ
居
Y
ト
考
ヘ
ラ
Y

、
海
底
腹
水
中
ノ
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
作
用
一
一
割

ス
Y
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
現
象
ト
理
解
ス
可
キ
ナ

9
0

第
六
巻

F園、
原

著...... 

青

柳

一
一
六
七

（
第
五
務

五
七
）



第
六
巻

F圏、

原

善、..... 

青

4卯

一
一
六
八

（
第
五
務

五
八
）

健
常
動
物
ノ
鵠
液
中
こ
A

「
オ
プ

Y

ニ
ン
」
ガ
存
在
シ
居
Y

モ
ノ
ナ

Y
ガ
故
ニ
海
狽
腹
腔
ノ
溶
出
液
ノ
混
入
シ
タ
u
y

肉
汁
中
－
一
モ
営
然
存
在

ス
ペ
キ
筈
ノ
モ
ノ
ニ
ジ
ア
、
多
量
ノ
肉
汁
－
一
依
リ
稀
稗
サ
レ
居
Y
ガ
故
－
一
ソ
ノ
量
A

小
ナ
Y

モ
ノ
ナ
Y
ペ
シ
。
故
－
一
余
等
ガ
非
働
性
免
疫
家
兎

血
清
ァ
以
ア
、
夏
二
期
Y
白
血
球
ヲ
用
ヰ
－
ア
賓
験
シ
タ
Y
結
果
一
一
一
於
－
ア
A

「
ト
ロ
ピ
ン
」
及
ピ
「
オ
プ

y
ニ
ン
」
ノ
雨
作
用
ノ
検
査
ア
行
ヒ
居
グ
評

ナ
η
ノ
。
然
レ
共
、
各
々
ニ
同
量
一
一
シ
ア
而
モ
小
量
ノ
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
’
ヲ
混
ズ

Y
ノ
ミ
ナ
Y
ガ
故
ニ
「
ト
ロ
ピ
ン
」
作
用
ヲ
比
較
シ
云
々
ス

Y

－一
A

支
障
ナ
キ
モ
ノ
ナ
ソ
。

夏
ニ
考
察
ア
遜
メ
ア
（
三
）
（
四
）
ノ
所
見
－
一
至
－
フ
ン
。

抑
々
一
定
ノ
細
蘭
性
抗
原
液
一
二
生
物
皐
上
少
ク
三
一
ヅ
ノ
要
約
ア
Y

モ
ノ
ニ
シ
ア
、
第
一
毒
性
、
第
二
抗
原
性
郎
是
ナ
叶
ノ
。
而
ジ
ア
従
来
迄

A

漠
然
ト
毒
性
及
ぜ
抗
原
性
能
働
力
ト
A

正
比
例
セ
ザ
Y
迄
モ
相
連
行
ス

Y
毛
ノ
ト
考
ヘ
ラ
レ
居
タ
y
d
N

、
買
際
A

然
－
フ
ズ
ジ
ア
毒
性
ト
抗
原

性
ト
λ

一
定
度
迄
A

雨
々
相
蓮
行
ス

Y

毛
、
或
Y
度
ヲ
越
エ
w
y

時
A

雨
者
A

相
連
行
セ
ザ
Y

モ
ノ
ナ

y
。
郎
チ
毒
性
優
レ
バ
抗
原
性
能
働
力
A

減
問
調
ス

Y
モ
ノ
ユ
シ
ア
、
之
A

烏
潟
数
授
ノ
抗
瞳
抗
原
第
一
型
結
合
律
ノ
質
駿
一
一
詳
述
サ
ノ
レ
、
勝
呂
博
士
モ
亦
タ
血
行
内
自
然
喰
菌
現
象
ヲ
指

標
ト
ジ
ア
此
ノ
事
貰
ヲ
賓
験
詳
述
サ
レ
シ
所
ナ

9
。

都
ツ
ア
余
等
ガ
貰
験
結
果
ヲ
討
究
ス

Y

－
一
、
貰
験
第
一
ニ
於
4

ア
抗
原
量
ヲ

O
、
二
括
ヨ
η
ノ
O
、
五
括
－
一
一
捷
化
シ
、
即
チ
一
五

O
μ
ダ
ケ
増
加
シ

二
ニ
：
二

O
ノ
増
加
ヲ
示
シ
、
印
チ

O
、
二
括
ヲ
用
ヰ
タ
Y
時
ヨ

y
モ、

O
、
五
詑
ヲ
用
ヰ
タ
Y
際

タ
Y

－
一
、
宜
（
ノ
結
果
「
子
」
ノ
総
和
－
一
於
－
ア
、

ユ
A

五
四
M
Y
ダ
ヶ
喰
菌
作
用
ノ
増
加
ヲ
示
ジ
タ

y
。

更
ニ
一
貫
験
第
二
－
一
於
ア
、
抗
原
量
ヲ

O
、
五
托
ヨ
η
ノ
一
、

O
詑
－
一
増
量
麗
化
ジ
タ

Y

－
一
、
「
子
」
ノ
総
和
ニ
於
－
プ
二

0
・
・
一
五
ノ
麓
化
ア
来
シ

一、

O
托
ノ
抗
原
量
ヲ
使
用
シ
タ
Y

モ
ノ
ガ
反
ッ
ア
喰
菌
作
用
減
場
セ
リ
。
即
チ
抗
原
量
ヲ
一

oouw増
量
ス

Y
事
－
一
依
7
、
「
子
L

－
一
ヨ
リ
ア

示
サ
レ
タ
M
Y

喰
菌
作
用
ハ
二
五
M
Y
F
減
弱
ヲ
来
セ

y
。

叉
質
験
第
三
－
一
於
ア
抗
原
量
ヲ
一
、

O
括
ヨ
寸
ノ
二
、

O
托
一
一
増
量
建
化
シ
タ
Y

ニ
「
子
」
ノ
総
和
－
一
於
－
プ
一
五
：
一
一
ノ
比
一
一
－
プ
減
弱
セ

y
。

即
チ
抗
原
量
ヲ
一

O
O
%増
ス
事
一
一
依
η
ノ
「
子
」
（
喰
菌
作
用
）
A

二
七
Mm
ノ
減
弱
ヲ
来
セ
リ
ノ
。



以
上
A

非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
ア
ノ
貰
験
結
果
ナ
レ
ド
毛
、
健
常
家
兎
血
清
ヲ
使
用
ジ
ア
ノ
検
査
－
－
於
47
毛
抗
原
量

7
0、
二
託
、

o、
五
話
、
一
、

O
括
、
二
、

O
耗
ト
増
量
養
化
ス
U
F

事
二
依
リ
「
子
」
ノ
総
和
－
一
一
於
－
ア

A
一
・
・
一
、
一
九
：
了
。

O
、
八
一
ノ
比
ニ
ア
錨
硬
化
セ

y
。

此
ノ
鑓
化
ノ
比
A

兎
疫
家
兎
血
清
ヲ
使
用
ジ
テ
ノ
検
査
－
一
於
ケ

Y
「
子
」
ノ
総
和
遜
化
／
比
－
一
大
龍
一
致
ス

Y

モ
ノ
ナ
リ
。

郎
チ
余
等
ノ
貫
験
－
一
－
プ
A

抗
原
量
一
、

O
括
－
一
至
レ
バ
ソ
ノ
毒
性
ガ
抗
原
性
能
働
力
ヲ
凌
駕
ス

Y

モ
ノ
ナ
Y
事
ア
知
リ
得
タ

Y
ナ

y
。
故
－
一

余
等
ノ
貫
験
第
一
A

u

w

三
是
正
g
L
0
2
5
2
ノ
間
ニ
一
プ
行
へ

Y

モ
f

－
一
ジ
ア
、
賓
験
第
二
、
第
一
ニ
A

与
由
主
的
自
含

E
5
2

ノ
間
－
て
プ
行
ヘ

Y

モ
ノ
ナ

y
。

以
上
ヨ
リ
シ
ア
、
余
等
A

叉
試
験
管
内
喰
菌
現
象
ヲ
指
標
ト
ジ
ア
逆
ニ
抗
原
性
能
働
力
ノ
大
小
ヲ
判
定
セ
ン
ト
欲
ス

Y
場
合
－
二
一
定
範
園

内
ノ
抗
原
量
（
余
等
ノ
場
合
－
一
ア

A
O、
五
蛇
）
迄
一
一
於
ア
意
義
ヲ
有
ス

Y

モ
ノ
ニ
シ
ア
、

y
v
以
上
－
一
ナ
Y
時

A
反
ツ
ア
喰
菌
作
用

A
抗
原
用

量
ノ
増
加
一
一
逆
行
シ
ア
減
弱
ス

Y

モ
ノ
ナ
Y
事
モ
認
識
U
J

得
タ
Y
ナ
η
ノ。

論

一
、
試
験
管
内
ニ
ア
行
へ

Y
黄
色
葡
萄
肢
球
菌
ニ
依
Y
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ア
使
用
ジ
ア
ノ
黄
色
葡
萄
賊
球
菌
食
喰
作
用
A

同
名
菌
ノ

生
・
煮
雨
鴻
液
－
一
依
？
ア
影
響
サ
レ
タ
リ
ノ
。
郎
チ
「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
ヲ
合
ム
同
名
菌
生
櫨
液
ト
、
ソ
レ
ヲ
三
十
分
間
煮
沸
シ
ア
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ア

破
却
セ

Y
三
十
分
業
滅
液
ト
ノ
間
－
二
、
格
段
ノ
差
ヲ
以
－
プ
、
ツ
マ

y
三
十
分
業
減
液
ガ
造
－
一
試
験
管
内
喰
菌
作
用
ヲ
助
成
セ

y
。
換
言
ス
レ

バ
「
ト
ロ
ピ
ン
」
作
用
モ
、
同
名
菌
ノ
生
・
煮
雨
瀦
液
ノ
影
響
ヲ
受
ク

Y

モ
ノ
ナ
Y
事
ヲ
試
験
管
内
ニ
ア
立
読
セ
リ
。

二
、
「
ト
ロ
ピ
ン
」
ヲ
合
マ
ザ
Y
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
貧
喰
作
用
A

常
－
一
「
ト
ロ
ピ
ン
L

ア
合
ム
非
働
性
免
疫

車吉

家
兎
血
清
ア
以
ア
ノ
ブ
レ
ヨ
リ
ノ
モ
小
ナ
η
ノ。

三
、
健
常
海
損
腹
腔
中
二
中
性
肉
汁
ヲ
注
射
ジ
、
此
ノ
肉
汁
中
ニ
混
入
シ
来
Y
惨
出
液
内
ュ
合
マ

y
、
小
量
ノ
「
オ
プ
ソ
－
一
ン
」
ノ
呈
ス

Y
作

用
モ
亦
タ
黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
生
・
裳
雨
液
ノ
影
響
ア
受
ケ
ア
「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
現
象
ヲ
皇
シ
タ
リ
。

四
、
試
験
管
内
喰
菌
現
象
ヲ
指
標
ト
ジ
ア
、
逆
－
－
抗
原
性
能
働
力
ノ
大
小
ヲ
判
定
セ
ン
ト
欲
ス

Y
際
－
二
一
定
範
国
ノ
抗
原
量
迄
－
一
一
於
F

プ
意

第
六
品
位

F園、

原

著
』d

背

本卯

一
一
六
九

（
第
五
披

五
九
）
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Vakzinemedium geliistじnmikrobiotischen Substanzen 

wurde der Phagozy-

die Phagozytose fo1-dernde Eigenメchaftcler ubrigens in demselben 

verloren geht. 

2) Die Impec!inerscheinu11g liess討ichnicht nur bei alien sonstigen Immunitatsrc::tktionen, sondern auch bei der Tropin・

wirkung deutlich nachwei河 11.

3) Die Erh•山l叩 des l'hagoザt山 gingbis zu einem gewissen Gra配 mitdern Ansticg der An凶tigenme昭 eH辻11

in Hand. 

4) ¥¥"ar aber die Antigenmenge von 0,5 ccm auf I ,o bzw. 2,0 ccm gesteigert worden, 

tatwert im Gegcnsatz zu dem unter 3 env;dmten deutlich verkleinert. 

S) Bei der日iiぷessiven Erhi">hung der Antigenmenge tritt encllich ein Stadium ein, in welchem einerseits die 

Gift,,・i1・kungimmer gr凸sser,anderseits die Antigenwirkung eher herabsi川ktund somit der Grad der gesteigerten Phago-

zytose allmahlich immer kleincr w lι （Autoreferat) 
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